
令和６年度第２回丹波市「トライやる・ウィーク」推進協議会（会議録） 
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１ 開 会 

 

２ 挨 拶 

 

３ 令和６年度の取組について（報告） 

 ・市内の状況について 

 ・令和６年度の成果と課題について 

 

４ 協議内容 

（１）令和６年度地域に学ぶ「トライやる・ウィーク」について（報告事項より） 

（２）令和７年度地域に学ぶ「トライやる・ウィーク」の実施について 

 

失礼します。 

本年度、この会の会長を仰せつかっております𠮷竹でございます。市の教育委員会の教

育長の職務代理者ということでやらせてもらっています。よろしくお願いいたします。 

ただいま事務局の方から、今年度の取り組みを中心に、次年度に向けての課題というこ

とも少し触れていただきながら、報告をいただきました。まず今年度の報告について、

ご質問をいただいて、そして、その中から、次年度に向けての、引き継ぎといいましょう

か、さらに、7 年度のトライやるが進められるような、そういうご意見をたくさん頂戴で

きたらなと思っております。 

せっかくの機会ですので、おひとり必ず何か一言ご意見をいただけたらというふうに思

っておりますので、よろしくお願いをいたします。 

なお、発言をいただく際には、所属とお名前をお願いをしまして、発言をいただきたい

と思います。よろしくおねがいいたします。 

それでは、まず最初に、ただいまの報告、今年度の実施の状況につきまして、ご質問がご

ざいましたらお受けをしたいと思いますが、どなたかございませんでしょうか。 

 

はい、それでは渕上委員お願いいたします。 

 

丹波市の教育委員、渕上です。よろしくお願いいたします。 

以前、事前に資料いただいてた分とか、読ませていただきました。 

毎年のことだと思うんですけれども、チラシの配布ですとか、ホームページの掲載です

とか、事業所への依頼などたくさんのことを事前準備していただいて、とても早い段階

から準備していただいたことで、子どもたちがこのように活動できたことを本当に感謝
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申し上げます。 

アンケートとか読ませていただいて、事前の手引きとか読ませていただいたときに、不

登校傾向にある生徒の活動参加についてすごく効果が期待できたということも書かれて

おりますし、教職員のアンケートを見させてもらいましたけれども、支援学級の生徒も

含め全員が参加できたというようなことも書かれていますが、これについて詳しく聞か

せていただけたらと思います。 

 

失礼します。やはり直接いろんな体験ができるというところを、学校も保護者も本人も

感じているところだと思います。なかなか普段学校には来づらいんだけども、そういう

ところで体を動かしながら地域の人と一緒に市内の事業所等で活動することで、自信を

つけたりとか、社会の仕組みを垣間見たりというふうなところで、当然、学校の職員も、

保護者であったり本人に強く働きかけはしていると思われます。それに、本人なり保護

者が応えて、ちょっと行ってみよかというところで、当然、初めて行くような場所に行

くわけですから、緊張感も疲れもあると思うんですけれども、そのあたりをうまく事業

所の方と情報共有しながら活動に取り組むことで、事業所さんも状況を分かった上でお

伝えしているというところがあると思います。 

ですから、あまりこう無理をさせるわけではなく、負荷をかけるわけでもなく、その子

のペースを守りながら、伝えたいことは伝えるっていうようなスタンスで取り組まれて

るというお子さんが非常に多いと思われるので、行って安心して活動に参加できるとい

うふうに思われます。 

当然学校の情報共有であったり、理解を求める手間がきっとあると思いますし、なかな

か簡単にはいかない部分もあると思うんですが、今年度につきましては本当にそれがう

まく連携がとれて進められたのではないかなというふうに感じています。 

 

よろしいですか。今のことに関連して何かございますか。よろしいでしょうか。 

 

学校から様子を言わせていただきます。 

 

はい、お願いします。 

 

私、柏原中学校の平瀬といいます。よろしくお願いします。 

本年度柏原中学校の方で、不登校という形で参加をした、そういう形になっている子が 2

名いたと思いますが、1 名は残念ながら、事業所を決めるという段階でもなかなかここっ

ていうところが選べず、そのまま不参加になりました。 

1 名については、簡単に言うと別室登校している子がいたんですが、その子については頑

張って、事業所での活動に参加をすることができたということを聞いております。 

比較的休みが多くなってしまったりする子もいたんですが、最初言わせてもらった 1 名

以外については、全員参加ができたと、毎日という形にはなかなかならなかったところ
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もありますが、それでも、ほぼほぼ参加ができたというように思っております。以上で

す。 

 

はい、ありがとうございます。 

 

中学校からです。不登校傾向の生徒についても、例えば支援を要するような生徒につい

ても、それぞれの興味のあるところを選択できるっていうところが大きいかなというふ

うに思います。職業体験のみならず、文化体験等からも選択できますので、自分の興味

があるところ、活動できるところを保護者の方と相談しながら選択して、意欲的に参加

した生徒が多かったように思います。 

 

ありがとうございました。 

不登校の生徒さんも、これを機会に参加ができるということ、前々からそういう傾向が

あるということで、大変ありがたいことだなあというふうにお聞きをしております。 

トライやるの期間参加できた生徒ですね、トライやるが終了後、学校への登校の状況で

ありますとか、その辺りはどうでしょうか。 

 

全部が全部っていうわけじゃないですけれども、すぐに学校に登校っていうふうに結び

つかないケースも多いかなとは思いますけれども、それをひとつの機会にして、あとに

繋がるっていうことで、ひとつその子にとっては大きなきっかけであったり、保護者の

方にとっても大きなきっかけになったんではないかなと思います。 

 

はい。ありがとうございました。 

今不登校の生徒さんにかかる状況の話がでましたけれども、その他それに関連してご意

見、ご質問ありましたらお願いします。 

 

すみません。丹波市商工会の多次と申します。 

中学校様にお聞きしたいのですが、この事業に関して、業者様と特に我々の方がこの件

でお話をする機会はそこまで多くはないんですけれども、先ほどありました、不登校で、

事情を抱えた生徒さんの受け入れに対して事前にそういった情報を受け入れ先にお伝え

したりだとか、その件で受け入れがそういう話が出たときに対応が変わってしまったり

だとかいうことがあったりするのか教えていただけたらと思います。 

 

事業者様の会社の対応ということですね。申し上げにくいんですけれども、あることは

あります。 

多くの事業者様が非常に好意的な形で、様々な生徒を受け入れてくださることもあるん

ですけれども、支援を要する生徒のみならず、ちょっと男女っていう形でも、すでに受

け入れの形であったり、そういうことは早くに言っといてもらわないとっていう形で言
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われることが数少ないですけれども、あることは事実だなというふうに思います。 

 

早く言っといて欲しいというのは、前のタイミングでそういう方がいるというのはお伝

えはしにくい状況ですか。 

 

校内の方で、こういうことが実際にあったっていう形では、職員はしますけれども、な

かなかそのやはり校区推進委員会等でおろしていただくなり、学校からは、直接言いに

くい状況ではあるかなと思っています。受け入れてもらえるだけで、なかなか他のこと

が言いづらいっていうのは正直あるかなと思っております。 

 

すみません。 

事業所さんが受け入れるにあたって、こういうふうな条件でっていうことは当然数少な

いですけど、やはりあります。 

ただ、決まった場合、この子を受け入れてもらえると決まったその子にやっぱり課題が

あるという場合については、事前訪問であったりだとか、教師が最初に挨拶に行ったと

きだとか、そういったときに、こういう生徒が今年お世話になりますという情報は伝え

るようにしております。当然配慮が必要な部分についても言って、大きなトラブルに発

展しないようにということでは各校取り組んでおると思います。 

 

ありがとうございます。 

 

よろしいでしょうか。はい。他にございませんか。上羽委員 お願いします。 

 

失礼します。教育委員の上羽です。 

生徒アンケート等を見ていて、各項目すごく伸びがあって、報告書とかも見ててもすご

く充実されてたんだなっていうのがわかる。わかるしこの数字的にもしっかり表れてる

なと思うんですけれども、来年以降、これをもっと良くしていくためには、という部分

でも、今年、結構去年がちょっと下がっているのがまた逆に目立つんですけども、何か

要因的なものとか取り組みの工夫とかがもしあったら教えていただきたいなと思いま

す。 

 

これどうでしょう。事務局。よろしくお願いします。 

 

まず、ひとつは事前事後の学習、動機づけ・意識づけのところで、各校にお願いをして、

充実した取り組みになるようにであるとか、実生活との結びつきが弱いというところを

ちょっと意識した取り組みをしてほしいと折に触れてお願いをしているというところ

を、学校の方もちゃんとしていただいて、生徒にかかわっていただいたというふうに、

それだけではないかと思うんですけれども、それも一つの要因かなというふうに思いま
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す。 

 

すみません。失礼します。学校教育課の山本です。 

コロナはあると思います。令和 2 年は中止ですし、令和 3 年、4 年は 3 日間のみってい

う活動で、令和 5 年度は 5 月 8 日に第５類に変ったという状況の中で、6 月のトライや

る・ウィークがものすごく警戒されたような事業者があって、受け入れがそこまでなか

ったとか、活動が制限されたとか、子どもも希望した事業所になかなか行けなかったと

いうような状況が、今年度、元に戻って、事業者さん側からしても、子どもからしても、

思った通りの活動ができたっていうのが大きいんではないかなと思います。 

 

学校の方はどうでしょうか。 

 

柏原中学校の平瀬です。 

3 日間の活動であった時っていうのは、充実したとかいうところ、これが実生活とか将来

の進路選択に影響したっていうところがどうしても下がるのはやむを得ないなというこ

とで、それこそ昨年度については、5 日間に戻ったということで、大きく改善されること

を期待しましたが、昨年度はあまり上がらなかったいうことでした。 

昨年度から今年にかけ、大きく変わったところっていうのが、特段多くあるわけではな

いとは思うんですけれども、やはり何とかそこの部分はやる以上は、やっぱりここが一

番大事なところだということは、学校の方でも話をしたりだとか、その辺が多少影響し

たのかなと。大きく何かしら変わったというところはないとは思うんですけども、そう

いうところかなと思っています。 

 

私は、個人的には今おっしゃられた通り、コロナの影響が大きいんではないかなという

ふうに思います。コロナで下がったことによって、行かしていいのか、やっていいのか、

受け入れるのかみたいなところがあったと思いますので、ある意味、今年はそういうこ

とをあまり考えずに進めることができたかなというふうに思っております。 

 

ありがとうございました。上羽委員よろしいでしょうか。他に何かございましたら。は

い。お願いします。 

 

社会福祉協議会の井上です。 

先生も、子どもの希望があって、大変苦労されてるというように思います。 

5 日間されているんですけれども、事業所によっては 3 日間におさえなければならない。 

大変苦労があると思うんですけども、どういうふうに調整されているのですか。 

 

他の学校が全てというわけではないかもしれませんけれども、できるだけ子どもたちの

希望を優先したいというところもありますので、2 日であっても 3 日であっても少ない
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日数であっても、第 1 希望のところは行けるような形で調整をしております。ただ、残

りの日数をどう過ごすかっていうところがまたひとつポイントとなっております。残り

の日数を受け入れていただける事業所様にお願いするしかないっていうところが実際の

ところでありますので、子どもたちの意欲がなかったというふうにとらえられるところ

もあるかと思いますし、その辺、受け入れていただけるというところで、あう日数が、そ

うたくさんあるわけではありませんので、だから事業所様の中でも、5 日間来てくれたら

よかったのになとか、今年の生徒はちょっとねっていうようなお言葉を聞かせていただ

くこともあります。 

 

井上委員よろしいですか。 

 

はい。ありがとうございました。 

 

他にございませんでしょうか。 

丹波青少年本部から数元委員、お越こしいただいておりますけども何かご意見ご質問ご

ざいませんでしょうか。 

 

すみません。大木に代わりまして数元と言います。初めての経験で。私、篠山なんです

よ。ですから、丹波市さんのことを聞いても、事前に読んでも何にもわからんという形

でして、意見言われても、特にございません。見たところ、皆良い経験やったとか、勉強

になったとかという話がほとんどでしたので、充実したかなと思っております。 

 

ありがとうございました。 

坂谷委員 

 

丹波市自治会の坂谷です。よろしくお願いします。自治会の方から言わせていただきま

す。私市島町です。市島町の自治会長で、私個人的にいつもほとんど毎年、事業所に出向

いております。その中で、体験に来ている子どもらに声をかけてやってほしいというこ

とは言っています。 

それと、一番最初、この役さしてもろてから、お世話になってる事業所へ、毎年行かせて

もろうとるんですけど、受け入れ先の方も一生懸命させていただいているということを

商工会の関係の方からも聞いています。以上、報告です。 

 

ありがとうございました。 

石塚委員、何かご意見等ございましたらお願いいたします。 

 

公募によります市民ということで、参加させていただいてます石塚です。よろしくお願

いいたします。 
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毎年トライやる・ウィークを実施されてるということは、555 名の生徒を 237 の事業所

に本人の希望を加味しつつ振り分けられるなど、すごく手数のかかった大変な作業だと

思います。大変なその作業の苦労を、毎年やっているからということじゃなくて、企業

さんもそうですし、学校関係者の方もそうでしょうし、いろんな方が協力されて、今年

度実施できたということに対して「大変ご苦労さんでした」とそういう気持ちでありま

す。 

実施後もアンケートが詳細に渡って作成され、また小冊子が大変記念に残ると思います。

子ども一人一人にとっても良い思い出に残ると思います。大変いろんな意味で、アンケ

ートには子どもの成長とか、家族のこともそうでしょうし、それ以外のいろんな表にも

出てない子どもの成長にとって良い影響が与えられたかなと思っております。 

来年度につきましても、実施されると思うんですけれども、今年度の詳細にわたるアン

ケート結果なども生かしながら、より充実したトライやる・ウィークをますます子ども

たちの成長のために、また、将来の地域のためにも頑張っていただきたいなと思います。

どうもご苦労様でした。 

 

ありがとうございました。 

まだ少し時間があるんですけども、私の方から一点質問をさせていただきたいと思いま

す。 

校区推進委員会の役割っていうのは、ここの部会では丹波市全体の状況をご説明をいた

だいて、そして、来年以降丹波市全体としてトライやるをどうしたらいいのか、こうい

うふうにやっていけばいいのかなというお話をしていただく会だというふうに承知はし

ております。 

校区推進委員会でそれぞれの中学校区、このトライアルをその地域の状況に応じて、ど

のように進めていくかということで大変核になるんじゃないかな、当然学校の運営協議

会も合わせて中心になろうと思いますが、今日報告をしていただいた中で、校区推進委

員会の機能が果たされているかという項目の中で、6 校中 2 校がですね、あまり機能し

ていないというご報告がございました。そういうふうになりましたが、いろんな点で、

足りなかったなあ、こういうことをしたらよかったなあという当然ご意見が出たと思う

んですが、事務局の方としてですね、あまり機能していないという、具体的にですね、こ

ういうところが不十分だったということを、把握をされている部分がありましたら、こ

の場で出していただいて、その部分をどのように改善していくかということを、次年度

に向けて返していくということも大変必要になるんじゃないかなというふうに思うんで

すが。その点は事務局の方何か把握をされておりましたらお願いをいたします。 

 

はっきりとしたものをこちらの方がつかんでるというわけではないんですけれども、話

を聞いている分につきましては、やはり受け入れ先を開拓したりっていうのが、どうし

ても学校中心になってしまう面もあるように聞いています。先ほどから出ています 5 日

間通して受け入れていただけるところは、なかなか確保しずらい状況にある中で、学校
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としても 2 日に分けてみたりとか、場合によっては 4 日と 1 日に分けてみたりというふ

うな工夫もしていただきながら、何とか希望に沿うように、事業所の割り振りをして、

学校の方は苦慮している。それを何とか 5 日間通して行きたいところに行けるように、

校区推進委員さんの方でいろいろと当たっていただいて開拓してもらえたらなというふ

うな思いは、学校の方にはあると聞いています。ただ、難しいのは、そのようにして開拓

してきていただいても、残念ながら生徒の方が希望しないというところもあったりする

ので、そのあたりが、なかなか難しいのかなと聞いております。 

 

はい。ありがとうございました。 

大体それぞれご意見をいただいたところですけれども、来年度に向けて、こういうふう

な取り組みをしっかりやっていけばいいんじゃないかというようなご意見が特にござい

ましたら、お聞きをしたいと思いますけども。何かございませんでしょうか。 

 

来年度につきましては、丹波市の中学校校長会との確認で、6 月 2 日の月曜日から 6 月 6

日の金曜日を中心とした 5 日間の事業所体験活動を行うというふうに聞いております。 

６月 2 日から 6 日を中心とした５日間、このように聞いております。 

 

はい、ありがとうございました。 

令和 7 年度については、6 月 2 日の月曜日から 6 月６日の金曜日にかけて実施を予定と

いうことで。その他、何かご意見、ご質問等ございませんでしょうか。 

教育長ありますか。 

 

各学校ごとに調べたわけではないけど、小学校、認定こども園に行く子どもさん毎年多

いのではないかなと思うんですけど。先生になりたいから行くということかなと思って

みたり、行きやすいのかなと思ってみたり、なんか理由があるのか、行きやすいのかな。

知ってる先生がいるからとか、そんな理由なのかな。いろんなとこ経験してもらうのが

いいのではないかなとは思うんですけれどね。 

教師不足で困っているので先生になる人が増えたらいいんですけどね。 

もし、何か答えられたらお願いします。 

 

なりたい子もいるとは思いますけれども、行きやすいっていうことも当然あるかなとい

うふうには思います。 

あと、こちらからお願いして、小学校での事情もわかっていただいてるので、そこで受

け入れていただくっていうことも無きにしも非ずですけれども。うちの校区推進委員会

の方でも出たんですけれども、子どもたちが知らないものを選ぶっていうのはなかなか

難しくて、製造業等見にくいところについてはなかなか希望がいきにくい状況です。そ

れをどうアピールするかっていうのは今後の学校の課題かなというふうに思うんですけ

れども、やはり子どもたちが見えやすい学校の先生であったり、量販店とか公共医療と
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か、食品レストラン的なところとか、そういうところに目が向きやすいっていうのが現

状であるかなと思います。 

 

そういうことなら上羽委員さんにお尋ねしたいのですが、上羽委員さんところは毎年ど

の程度受け入れられていますか。 

 

いや、うちはねえ、やっぱ危ないんで、なかなか製造業って受け入れにくいとこもある

し、今先生もおっしゃったんですけど、興味なくて当たり前かなっていうのもあって。

やっぱり目に見えるところに、まず仕事に興味を持ってもらうっていうところになると、

我々みたいな業種は、募集するハードルも実はちょっと高いっていうのは、うちの会社

は、危険というか、軽作業がないんです。他の製造業の方ともそういう話はしたことあ

るんですけど、どうしても作業させてしまうような形になってしまって、体験してもら

う要素が薄くなってしまうという話をしたことがありますね。 

 

教育長よろしいですか。 

 

はい。 

 

他にございませんでしょうか。 

 

今年一年担当させてもらっての意見なんですけれども、やはり、さっきも言われていた

ように、校区推進委員会をどのように機能させていくのかなっていうことは課題かなと

思っておりますが、学校も担当者が毎年変わっていったり、今年においては、多くの学

校で校区推進委員の代表の方が代わられたんではないかなと思っております。トライや

るの趣旨等が、推進委員さんであったり、事業所の方に、なかなかきちんと説明すると

ころがないかなという、そういう場がなかなか設けられていないのが現状ではないかな

というふうに担当して感じました。 

校区の中で、新しくそういうことを協力してやってみたいんだけどっていうふうに声を

かけていただく事業者さんがおられる中で、毎年受け入れていただいてはいるんだけれ

ども、トライやるの趣旨をどのあたりまで理解していただいているのかなというふうに

疑問を持つようなこともあるのも事実です。 

ただ、担当が年々変わって、学校の中で変わっていく中できちんとトライやるの趣旨等

を説明して、協力していただけるところというか、そういうのもちょっと課題なのでは

ないかなという形で、ちょっと市内の中で、広報いただいたり、趣旨説明していただけ

るような場であったり、そういう登録バンク的なものを作っていただけてもありがたい

かなというふうに感じました。 

 

はい、ありがとうございました。 
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トライやるの趣旨の周知をきちっと押さえて、企業さんにもご説明をする。これはそれ

ぞれの校区推進委員会でということではなくて、同じですのでね、トライやるの趣旨と

いうのは。これは今もご意見がありましたように、主としてパンフでありますとか説明

会でありますとか、いろんな方法があるかと思いますけど、それを今一度、確保したり、

確認をして欲しいというご意見だったと思いますが、事務局の方何かございましたら。 

 

その辺りも教育委員会としても検討させていただきますし、第 1 回目の会議の会議録を

ホームページにアップさせていただいて、広く市民の方にも啓発しているところでござ

います。 

また、本日の会の会議録の方も、後日ホームページにて公開をさせていただくことにな

っています。そういった活動を地道に続けながら、また、トライやる・ウィークが近づい

てきましたら、どういった趣旨だというところも何らかの形で示すことができたらなと

思っています。 

 

はい、ありがとうございました。他に。 

 

すみません。 

 

はい。 

 

先ほどから何回か同じようなことが出ている部分があるんですが、校区推進委員会とい

うのが、大体、各校２回開いておるんですが、冊子ができて、まとめの段階が 1 回、後、

こういうふうにスタートしますっていう、ある程度決まって、本当にスタートする直前

という大体その 2 回なんです。 

始めますよっていう、大体こういうものですっていうときについてはなかなか難しいん

ですが、終わった後の会議のときに、ある程度こういう業種が少ないですっていうこと

がいえるように、学校の方でも早めにアンケートをとって、伝えるようにはさせてもら

って、その上で何とか、新しい事業所の方を開拓して欲しいというようなことでお願い

をしておるんですけど、なかなかそれがうまく間に合わなかったり、ちょっとタイミン

グがずれてしまうというようなところがどうしてもあります。そういったところも、で

きるだけ学校の方では、先を見通して、このタイミングでこれを伝えておかないと駄目

だということは意識しながらやっておるんですが、担当者が毎年毎年変わるので、その

あたりがうまく引き継がれていないと、事業所が足らないんだけど、今からスタートし

ますというタイミングでいくら言ったり、来年度は何とかしましょうと言っても、また、

次の年を迎えてしまうというようなことが、どうしても繰り返されているところがある

のかなというふうに思います。 

 

はい、ありがとうございました。多次委員。 
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はい、すみません。受け入れ先の代表として出させていただいているのでひとつ情報提

供というか、今後の傾向だと思うんですけれども、今受け入れ先が 237 社ありますけれ

ども、おそらくですが、賃上げの問題であったりとか、今 103 万円の壁とか言われてい

る働き方改革の関係もありまして、今経営者さんの間では、人を雇うことができないっ

ていう中小企業ですね、そういう状況にもうすぐなるという話が出ています。 

特に、2028 年、４年後には、雇用保険の適用する週の時間が半分になります。 

今、週 20 時間以上働いてる方については、雇用保険の適用となりますので、雇用保険料

発生するんですけれども、それが４年後に半分の週 10 時間になります。となると今、週

5 日間、午前中、午後なり、片方で 4 時間ずつ働いてると、それ以上働く雇用形態が発生

して、労働者の折半ですけれども、事業者の負担があるわけですが、それが 10 時間とな

ると、もう週 2 日ほど働いてしまえば、操作適応になります。となると、働いて欲しい

人材が欲しいんだけれども雇うことができないという状況になって、この本トライやる・

ウィークの事業についても、公のところ、団体だとか大企業さんに、おそらく受け入れ

先が限られてくるような状況になってくると思われます。 

その中で、生徒さんの意見を第一にして受け入れ先の方を調整するであるとかっていう

ことがますます難しくなるような状況になると思われます。 

日程につきましても、第 1 回の会議でありました 5 日間なのか 3 日間なのかというとこ

ろ、実行効果という話もありましたけれども、実情に合った形、もう少しで 30 年ぐらい

この事業もされているような格好になると思いますけれども、もう少し変化の方を考え

ていかなければならないのかなあというところ、経営者サイドの目線としては、本当に

すぐ実情として迫っております。 

そういったところでですね DX、デジタル化ですね、そういったものを駆使したりだとか

ということで、人をなるべく使わないような動きで、事業が回るような仕掛けを人口減

少に備えての動きを国の方も進めております。 

また、今ですと副業人材ということで、都市部、地方部においてもそうなんですけれど

も、会社に勤めることではなくて、その都度、オンラインでできる仕事については受け

るというような形での人材活用がすでに始まっております。 

特に地方部でも特にシングルマザーさんであるとか、なかなか会社勤めというのが時間

的な制約があったりだとかっていう人材に対して有能な方については、オンラインです

ねちょっと大企業から仕事を受けるっていう形で成功されてる方が多数おられます。 

そういった中で、今まで我々が考えていた会社勤め、働くということ、それを中学校 2 年

生の多感な時期に経験するということが、なかなか我々の通ってきたレールとは違うよ

うな形で、特に今年の中学 2 年生、それ以降の方につきまして先ほどの雇用保険の適応

の問題もあって難しくなるという恐れがあります。 

そういったところを踏まえまして、どうあるべきかというところについては、県の方で

も話にも挙げていただけたらと思いますし、受け入れたくても受け入れられないという

実情が今後出てくるということをちょっとお含みおきいただきたいと思います。以上で
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す。 

 

はい、ありがとうございました。大変貴重な情報といいましょうか、お話をいただきま

した。他にございませんでしょうか。 

 

特に無いようでございましたら、そろそろ予定をしておりました時間にも迫っておりま

す。 

 

トライやる・ウィークの冒頭にございましたように、今年で 27 年ということで、30 年

近く続きまして、1 つの施策といいましょうか、事業で 30 年続くっていうものはそんな

にないと思います。 

27 年続いたというのは、やはり効果があった成果があった、或いはこれから成果が出て

くるだろうということを信じながら、それぞれ地域であったり、受け入れをいただく事

業所であったり、そして家庭であったり、そして、いろいろとご苦労していただける学

校がそれに向けて、生徒の成長に向けて取り組んできた 27 年であったというふうに個人

的に思っております。 

ただいま多次委員の方からもご指摘、報告といいますか情報の提供がございましたよう

に、社会そのもののありようが変わって、そして仕事の仕方も変わっていく中で、この

トライやる、言いかえましたら、子どもたちの成長に資する大変重要なこの体験の活動

をどういうふうに今後続けていくかという、これからその過渡期になるといいましょう

か、変わり目の時期を迎えるのかもわかりません。 

ただ、子どもたちの成長にとって何が大事なんだということの、その基本的な足元とい

いましょうか、支柱を忘れないでどう取り組んでいくかっていうことを、今後、丹波市

のトライやるの推進協議会の中で検討していけたらいいな、或いは地域ごとに検討して

いただいたらいいなというふうに思っております。 

細かなことですけどひとつ思ってることがございます。 

毎年 5 月の下旬ぐらいになると、私は柏原町なんですけども、柏原町の有線放送がかか

ります。 

その時に、中学生の女の子の声で放送が始まりまして、何を言うのかなと思ったら、「柏

原中学校の 2 年生です。代表の誰々です。何月何日から私たちはトライやるに行きます」

っていう放送をしてくれます。 

その放送を聞いて、「今年も始まるんだなあ」ということを思い、そして、地域全体でト

ライやるが始まるんだということを把握をして、知って、そして、自転車でいつもと違

う格好で登校している、事業所へ行く子どもたちに、「頑張りよ」って言って声を掛ける

一週間が始まります。 

こうして地域で育てて支えてもらったり、また、今後、受け入れの形態が変わるかもわ

かりません事業所の方の受け入れで、この事業は成り立っております。 

家庭でも、毎年受け入れの事業所の方でも、何が大事かというアンケートの中で、「挨拶
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がきちっとできる」、「時間が守れる」、「社会のルールやマナーが大切である」というこ

とが大きな項目のやはり上位に出てきてございます。 

これは、学校地域だけでなくて、当然、家庭でしっかりと身につけさせていただきたい

事柄でもあります。そういう意味で、このトライやるというのは、地域、学校、家庭、事

業所の協力をいただきながら、進んできたものでありますので、今後ともいい形で推進

ができるように、丹波市の教育委員会の方の事務局としていろいろとお世話になります

けれどもよろしくお願いしたいと思います。 

今日はそれぞれの立場で貴重なご意見をいただきました。 

また、貴重な情報提供をいただきました。 

今後の推進の指針にしたいと、このように思っております。あまり上手に進められなく

て申し訳ございませんでしたけども、ここでマイクを事務局の方にお返しをしたいと思

います。 

よろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。皆様のご協力によりまして無事全日程を終了することができ

ました。本当にありがとうございました。 

 

なお、本日、発言いただいた会議録を後日送付させていただきますので、発言の内容等

をご確認いただきまして、何かありましたら事務局の方まで届けていただけたらと思い

ます。 

なお、会議録の方は先ほど申し上げましたように、市のホームページに公開させていた

だきます。 

それでは、以上をもちまして、令和 6 年度第 2 回丹波市トライやるウィーク推進協議会

を終了させていただきます。 

本日は本当にありがとうございました。 

 

 

 


